



杉 能 道 明＊
ー研究の要約 ー
中央教育審議会答申（2016） では， 「何ができるようになるか」「どのように学ぶかJを
重視した新しい教育の枠組みが示さ れた。 「何ができるようになるか」に応えるのが 「育
成を目指す資質・能力の3つの柱Jであり， 「どのように学ぶか」に応えるのが「主体的
・対話的で深い学び」である。 授業改善の視点を示す 「主体的・対話的で深い学び」であ
：るが， 特に 「深い学びJについてイメージがもちにくいという指 摘がある。 「深い学び」
！ とはどういう学びなのか。 「深い学びJは新しい算数科の目標の中の 「数学的な見方・考
え方」と 「数学的活動Jとはどのようにつながっているのか。
中央教育審議会答申（2016） や小学校学習指導要領（平成 29 年告示） の記述から 「深
い学びJのキーフレーズやその意味を考察した。 また， 授業改善の方策を考える中で， 教
材研究の中で 「深い学び」の具体的な子どもの姿を描いた。 さ らに， 「深い学び」に向け
た教師の支援について提案している。
key-words ：深い学び， 数学的な見方・考え方， 数学的活動
, 問題の所在
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中の 「論点整理」や 「審 議のまとめ」の段階で












修することによって， 認知的， 倫理的， 社会的
能力， 教養， 知識， 経験を含めた汎用的能力の
育成を図る。 発見学習， 問題解決学習， 体験学







































































































小学校学習指導要領 （平成 29年告示） 解説算










































また， 次のような記述がある。 動」とし、う言葉が， 「数学的活動」に変わってい
る。 これまでの 「算数的活動」の定義は「児童
算数科の学習においては， 「数学的な見方・考 が目的意識をもって主体的に取り組む算数にか


















体物， 図， 数， 式などを用いて解決し， 藍塁主
藍主主と主活動
0算数の学習場面から見いだした算数の問題を，



























































り， 思考力， 判断力， 表現力を高めたり， 算数
を学ぶことの楽しさや意義を実感したりするた
めに， 重要な役割を果たすJ とされ， 「具体物，
図， 数， 式， 表， グラフ相互の関連を図る機会
を設けること （下線 ：筆者 ）」と書かれている。
これは， 算数の言語活動が言葉だけでなく， 具
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4 おわりに 文部科学省（2017）， 小学校学習指導要領解説算
新しい小学校学習指導要領での授業改善の視 数編， 日本文教出版
点の1つ 「深い学びJ について考察してきた。
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